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日水協

２９
年
度
冬

情
報
伝
達

３０
年
度
秋

静
岡
市
で

全
国
規
模
で
訓
練
実
施
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現
代
上
下
水
道
の

４９
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広広
域域
災災
害害
にに
備備
ええ
連連
携携
強強
化化

日
本
水
道
協
会
が
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
て
実
施
を
検
討
し
て
い
る
全
国
規
模
で
の
応
援
訓
練
が
、

徐
々
に
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
名
称
を
「『
全
国
』
地
震
等
緊
急
時
応
援
訓
練
」
と
し
、「
情
報

伝
達
訓
練
」
を
平
成
�
年
度
冬
に
実
施
、「
応
援
訓
練
」
を
平
成
�
年
度
秋
に
静
岡
市
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
る
。
�
日
に
開
い
た
第
４
回
地
震
等
緊
急
時
対
応
特
別
調
査
委
員
会
で
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
を
報
告
し
、
委

員
か
ら
意
見
を
仰
い
だ
。
２
つ
の
訓
練
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
７
地
方
支
部
、
全
国
か
ら
の
参
加
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
同
協
会
で
は
「
事
業
体
の
関
心
も
高
い
」
と
し
て
、
理
事
会
や
運
営
会
議
、
事
務
・
工
務
の
両
常

設
調
査
委
員
会
、
地
方
支
部
の
担
当
者
会
議
な
ど
で
適
宜
、
検
討
内
容
を
報
告
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

「
様
々
な
災
害
へ
の
対
応

を
最
重
要
課
題
の
１
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
」
―
。

�
日
の
地
震
等
緊
急
時
対
応

特
別
調
査
委
員
会
で
、
委
員

長
で
も
あ
る
吉
田
永
・
理
事

長
は
宣
言
し
た
。
全
国
規
模

で
の
訓
練
は
、
そ
う
し
た
災

害
対
応
へ
の
取
り
組
み
の
具

体
例
だ
ろ
う
。
訓
練
は
、
情

報
伝
達
訓
練
と
応
援
訓
練
の

２
つ
。
同
協
会
が
発
刊
し
て

い
る
「
地
震
等
緊
急
時
対
応

の
手
引
き
」
に
基
づ
い
て
実

施
、
そ
の
実
効
性
を
確
認

し
、
課
題
も
明
ら
か
に
す

る
。
事
業
体
間
の
連
携
強
化

を
図
り
、
広
域
災
害
に
備
え

た
応
援
体
制
を
確
立
す
る
の

が
狙
い
だ
。

�
年
度
冬
期
に
予
定
し
て

い
る
情
報
伝
達
訓
練
で
は
、

発
災
直
後
か
ら
、
被
災
地
に

給
水
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
応
援
要
請
に
基
づ

き
全
国
か
ら
給
水
車
が
出
動

す
る
ま
で
の
情
報
伝
達
を
実

施
。
中
部
、
関
西
、
四
国
、

九
州
各
１
カ
所
の
事
業
体
で

大
規
模
な
断
水
が
発
生
し
た

と
想
定
す
る
。
４
つ
の
事
業

体
で
、
給
水
対
策
本
部
が
機

能
し
て
い
る
か
否
か
、
県
支

部
長
と
し
て
機
能
し
て
い
る

か
否
か
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

条
件
を
設
定
し
情
報
伝
達
の

流
れ
を
確
認
し
て
い
く
と
い

う
。�

年
度
秋
期
に
予
定
の
応

援
訓
練
は
静
岡
市
を
訓
練
場

所
に
し
、
応
援
要
請
に
基
づ

い
て
全
国
か
ら
給
水
車
が
参

集
す
る
こ
と
か
ら
開
始
。
参

加
市
民
を
対
象
に
仮
設
水
槽

や
給
水
車
か
ら
の
応
急
給
水

を
実
施
す
る
。
災
害
時
対
応

の
市
民
へ
の
水
道
Ｐ
Ｒ
に
も

つ
な
げ
る
。

訓
練
の
実
施
以
外
に
も
特

別
調
査
委
で
は
小
委
員
会

で
、
想
定
さ
れ
る
地
震
の
被

害
状
況
や
応
援
体
制
・
応
援

受
け
入
れ
体
制
を
検
討
す
る

た
め
の
判
断
材
料
に
な
る
事

例
な
ど
に
つ
い
て
検
討
。
報

告
書
を
４
月
中
に
配
布
で
き

る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い

る
。

「
第
１
篇

我
思
う
故
に
在
り
」

今
回
の
略
伝
執
筆
に
当
た
り
、
私

は
７
項
目
の
質
問
書
を
送
っ
た
。
暫

く
し
て
丁
寧
な
回
答
と
併
せ
て
小
冊

子
が
届
い
た
。
冊
子
の
標
題
は
、『
第

１
篇

我
思
う
故
に
在
り
』
で
、
１

９
７
７
年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
の

約
�
年
に
書
か
れ
た
所
感
�
編
が
項

目
別
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
デ
カ
ル

ト
の
至
言
を
想
起
さ
せ
る
が
、
そ
れ

と
は
少
し
異
な
る
。
堤
は
、「
こ
の

冊
子
の
中
に
私
の
全
て
が
あ
る
」
と

語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
私

は
、
こ
の
略
伝
を
堤
の
回
答
と
こ
の

小
冊
子
を
念
頭
に
書
く
こ
と
に
し

た
。

生
涯
に
出
会
っ
た
５
人
の
求
道
者

知
れ
ば
知

る
ほ
ど
「
堤

は
求
道
者
で

あ
る
」
と
思

わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

堤

は
、『
拘

り
の
強
い
性

格
で（
略
）、

第
一
の
拘
り

は
、
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
し
て
の
道
を

全
う
す
る
こ
と
（
略
）、
第
二
の
拘

り
は
、「
物
造
り
の
理
」
に
拘
り
つ

つ
、
施
設
設
計
一
筋
の
道
を
歩
い
て

き
た
こ
と
』
と
書
い
て
い
る
。
ま
さ

に
下
水
道
分
野
を
通
じ
た
求
道
者
の

姿
で
あ
る
。

堤
は
、
生
涯
５
人
の
求
道
者
に
出

会
い
、
強
い
影
響
を
受
け
た
。
海
淵

養
之
助
、
板
倉
誠
、
田
邉
弘
、
久
保

赳
、
萩
原
良
巳
の
５
氏
、
中
で
も
久

保
と
は
共
通
点
が
多
い
。
堤
と
久
保

は
共
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
る
と
同
時
に
、
海
淵
か

ら
技
術
の
真
髄
を
伝
授
さ
れ
た
同
門

で
あ
る
。
２
人
と
も
背
が
高
く
、
物

腰
が
柔
ら
か
で
、
そ
の
大
き
な
翼
の

中
に
い
る
だ
け
で
安
堵
す
る
と
い
う

意
味
で
、
大
き
な
包
容
力
の
人
で
あ

る
。
堤
は
、
板
倉
と
田
邉
か
ら
は
技

術
や
経
営
の
真
髄
を
学
ん
だ
。
萩
原

は
、
異
質
で
あ
る
。
後
に
京
大
防
災

研
教
授
と
な
っ
た
が
、
天
才
肌
で
、

そ
の
言
動
は
時
に
横
紙
破
り
と
も
思

え
た
。
堤
は
、
こ
の
荒
馬
の
才
能
を

開
花
さ
せ
、
事
業
に
結
び
つ
け
た
。

そ
れ
は
、
求
道
者
と
し
て
の
堤
の
心

性
が
萩
原
の
そ
れ
と
共
鳴
し
た
所
産

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

母
上
へ
の
深
い
思
い

堤
は
、
１
９
２
５
年（
大
正
�
年
）

�
月
愛
媛
県
宇
和
島
市
に
生
ま
れ

た
。
そ
の
後
父
上
の
仕
事
の
関
係
で

大
阪
市
を
経
て
中
学
２
年
の
時
滋
賀

県
大
津
市
に
転
居
す
る
。
堤
は
、
旧

制
膳
所
中
学
、
三
高
、
京
大
土
木
工

学
科
へ
と
進
ん
だ
。
京
大
に
入
学
し

た
時
、母
上
が
逝
去
さ
れ
る
。堤
は
、

こ
の
時
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
綴
っ

て
い
る
。

「
入
学
し
た
時
、
お
袋
が
�
歳
で

亡
く
な
る
の
で
す
。（
戦
後
の
）
食

糧
難
が
訪
れ
、
そ
の
日
暮
し
の
生
活

苦
が
始
ま
り
、
人
々
の
心
が
荒
ん
で

い
く
中
で
、
家
庭
の
中
心
に
い
て
苦

労
を
一
人
で
背
負
い
、
若
く
し
て
亡

く
な
り
ま
し
た
（
略
）
私
の
前
に
母

が
愛
用
し
て
い
た
古
ぼ
け
た
聖
書
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
略
）
そ
の
本

を
手
に
し
て
、
母
が
通
っ
て
い
た
教

会
の
門
を
叩
き
（
略
）
礼
拝
に
出
席

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

母
へ
の
深
い
思
い
が
堤
を
信
仰
へ

と
導
い
た
。
こ
の
意
味
で
堤
に
最
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
は
、
他
な

ら
ぬ
母
上
で
あ
っ
た
。
堤
は
、「
座

右
の
書
は
聖
書
で
、
聖
書
に
目
を
通

さ
な
い
日
は
な
い
」
と
い
う
。

三
年
先
の
見
通
し
を
立
て
る
企
業
力

私
の
畏
友
森
下
典
昭
（
元
日
水
コ

ン
）
は
、
堤
の
日
水
コ
ン
社
長
就
任

（
１
９
８
５
年
）
挨
拶
に
感
銘
を
受

け
た
と
言
う
。
挨
拶
に
は
『
稲
田
元

顧
問
の
教
え
に

三
年
先
の
見
通
し

が
で
き
る
よ
う
な
企
業
力
を
身
に
付

け
る
』
と
い
う
行
が
あ
る
。
堤
新

社
長
は
、
こ
の
た
め
「
皆
さ
ん
の
息

遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
仕
事

を
し
て
行
き
た
い
」
と
社
員
に
語
り

か
け
た
。
堤
と
い
う
人
は
、
そ
う
い

う
慈
し
み
と
厳
し
さ
を
備
え
た
人
で

あ
る
。

稲
田
の
遺
訓
の
実
践
は
、
非
常
に

難
し
い
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
一
人
ひ

と
り
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
痛
み
を
自

ら
の
痛
み
と
す
る
『
都
市
の
医
師
』

で
な
け
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要

求
を
察
知
で
き
な
い
。
企
業
は
、
職

員
が
鋭
い
感
性
と
創
造
力
を
持
た
な

い
限
り
、
確
固
た
る
企
業
力
を
常
備

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
堤
は
、
優
れ

た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
集
団
と
し
て

の
企
業
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

都
市
が
存
在
す
る
限
り
ニ
ー
ズ
は
不

滅
堤
は
、「
如
何
な
る
状
況
下
で
あ

れ
、
常
に
研
究
す
べ
き
も
の
を
持
ち

合
わ
す
事
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま

す
」、「
業
務
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
し
長
期

的
な
視
点
で
方
策
を
考
え
る
べ
き
で

す
。
古
い
施
設
の
更
新
に
こ
れ
ま
で

と
同
じ
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
適
用
す
れ

ば
、
不
経
済
に
な
る
。
技
術
を
型
に

は
め
ず
、
常
に
向
上
を
目
指
し
て
努

力
し
て
欲
し
い
」
と
言
う
。
そ
こ
に

は
�
歳
に
し
て
「
物
造
り
の
理
」
に

徹
す
る
求
道
者
の
目
が
活
き
活
き
と

輝
き
、「
自
由
に
発
想
し
、
行
動
し
、

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う
」
と
語

る
透
徹
し
た
類
ま
れ
な
技
術
者
の
姿

が
あ
る
。

（
文
責
・
稲
場
紀
久
雄
）

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

は
�
日
、
第
	
回
評
議
員
会

を
開
い
た＝

写
真
。
事
務
局

よ
り
浜
田
康
敬
・
理
事
長
の

退
任
に
伴
う
後
任
理
事
長
の

選
定
に
関
す
る
報
告
が
行
わ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
１

日
に
開
催
さ
れ
た
第
�
回
理

事
会
で
、
浜
田
理
事
長
か
ら

３
月


日
を
も
っ
て
退
任
す

る
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ

と
を
受
け
、
後
任
に
は
眞
柄

泰
基
氏
が
就
任
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

浜
田
理
事
長
は
「
平
成
８

年
６
月
の
指
定
工
事
事
業
者

制
度
に
係
る
水
道
法
改
正
に

水
道
の
担
当
課
長
と
し
て
携

わ
っ
て
以
来
、
当
財
団
に
は

様
々
な
形
で
関
わ
っ
て
き

た
。
最
後
に
理
事
長
と
し
て

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
大
変
幸
せ
だ
。
最
後
ま
で

精
一
杯
務
め
た
い
」
と
述
べ

た
。こ

の
ほ
か
、
評
議
員
会
で

は
辞
任
に
伴
う
新
た
な
理
事

の
選
任
や
、
平
成
�
年
度
事

業
計
画
案
と
正
味
財
産
増
減

予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し

た
。な
お
、評
議
員
会
議
長
の

坂
本
弘
道
氏
が
任
期
満
了
に

伴
い
辞
任
し
た
こ
と
を
受

け
、後
任
に
古
米
弘
明
・
東
京

大
学
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。

元
日
水
協
専
務

今
井
裕
隆
氏

が
死
去

元
・
日

本
水
道
協

会
専
務
理

事
の
今
井

裕
隆
氏
が
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浜田理事長が３月末で退任
給水財団 新理事長に眞柄泰基氏
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